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いて、 He より Pb までの各種の原子核を標的核として組織的に解析を行ない観測と比較したO 衝突過
程で励起状態を経由する散乱振幅が経由しない場合の振幅と位相が異なるため干渉を起すが、この位
相の差が衝突エネルギーに依存するため、従来の理論では説明できなかった散乱全断面積のエネルギ
ー依存性を説明することができる。また、散乱の角分布については、断面積曲線に現れる第 2 の山の
位置および大きさが励起核子による散乱振巾に依存していることが見出された。このような結果は高
エネルギー領域での衝突過程の機構に対する新しい知見を与え、この種の現象によって原子核の内部
構造を調べる際の重要な基礎を与えたものと云える。
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